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千曲市立埴生小学校 令和２年７月３１日(金)

【NO.７】

たくさんの方々に支えられて…!!

～おかげさまです～

「おはようございま～す！！」

朝から大きなあいさつの声がひびく埴生

小学校が戻ってきました。

なんともうれしい限りです。

【フェイスシールドを使って】 新型コロナウィルスの影響で、誰もが経

験したことのない一学期が終わります。

おうちの皆様には、その場の状況でいろ

いろ対応が変わることばかりでしたのに、

いつも心温かいご理解ご協力をいただき、

本当にありがとうございました。

今回の個別懇談会も、ご多用の中ご都合

【新しい学習様式で】 をつけていただきありがとうございました。

大変有意義な懇談会になったようで、感謝ばかりです。

また、いつもいろいろとお

世話になっている「石井瓦工

業」様より、最新式のテント

を１張り、本校に寄贈していた

だきました。

本当にありがとうございまし

た。

終業式に子どもたちに紹介さ【寄贈していただいた宝物】

せていただき、みんなで大切に使わせていただきます。
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“よりよい自分”“ステキな自分”を
自分でつくっていく力を！

【一学期終業式での校長の話の要旨】

今日、みんなで終業式を迎えられるということは、みんなが新型コロナ

ウィルスにも負けず、とても良くがんばったということです。

みんなの頑張りに感謝したい気持ちでいっぱいです。

みんなも、自分の頑張りを支えてくださったまわりの人たちに「ありがと

う」という気持ちをもてるとステキですね。

２ヶ月間の短い一学期でしたが、みんなの頑

張る姿やステキな姿がたくさん見られました。

一人一鉢で育てている花や野菜に毎日水をあ

げていますが、友達が水をあげるのを忘れてい

ることに気づくと、その友達の鉢の分まで水を

あげている人がいて、そして、次の日は、前の日

に忘れていたその人が、自分の分まで水をあげ

てくれた友達の鉢に水をあげてくれたそうです。【体育はマスクをはずして】

また、休み時間に、廊下においてある植木鉢にぶつかって鉢がひっくり

かえり、中の土が廊下に広がってしまったのを、一緒にいた５～６人の友

達が一緒に片付けてあげていました。

すると、鉢にぶつかって土をこぼしてしまった人が、手伝ってくれた友

達に「みんな、ありがとう」って言ったんです。

一緒に生きている相手の気持ちやまわりの人の想いを感じて動けるっ

てステキだし、そういう心にこたえて、ちゃんと「ありがとう」という自分

の気持ちを伝えることも大切なことだなと思いました。

明日からの夏休みは、おうちの人と過ごす時間が多くなると思います。

おうちの人の気持ちや想いを感じながら、自分のステキな心で気づい

たことはどんどん動いて、自分の気持ちも素直に相手に伝えられるような

“ステキな自分”“よりよい自分”を自分でつくっていく夏休みにしてくださ

い。

ケガや病気、事故、熱中症や新型コロナウィルスに十分気をつけて！

一学期、本当にいろいろとありがとうございました。

明日からの夏休み、どうぞ素敵な夏休みを！！

※８月８日（土）～１６日（日）は学校は閉庁日です。

ご理解ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。【文責：田中寿一】


